
臨床心理学特講 ８
「眠りを疎かにしている日本社会」

眠りに関する基礎知識を得たうえ
で、「ヒトは寝て食べて始めて活動
できる動物である」との当然の事
実を確認し、現代日本が抱えてい
る問題のかなりの部分に、我々が
動物であることの謙虚さを失い、
眠りを疎かにしたことの報いが及
んでいることを認識していただけ
ればと思います。そして願わくばこ
の講義が皆さんの今後の生き方
を考える際の一助になれば幸いで
す。

１ ４月１４日 オリエンテーション

２ ４月２１日 眠りの現状

３ ４月２８日 眠りを眺める

４ ５月１２日 眠るのは脳

５ ５月２６日 Pros/Cons

６ ６月 ２日 寝不足では・・・

７ ６月１６日 Pros/Cons?

８ ６月２３日 眠りさえすればいつ寝てもいい？

９ ６月３０日 眠りと物質

１０ ７月 ７日 様々な眠り

１１ ７月１４日 睡眠関連病態

１２ ７月２１日 眠りの社会学 －ＳＨＴ

１３ ７月２８日 まとめと試験



Pros/Cons

• テーマ

• 子ども手当





子ども手当て の必要性



ー子ども手当ての狙いー

• 日本政府が家庭の子育てを支援するため
にかけている予算は、GDPで比較すると
先進国の中では少ない

• 「子どもを安心して生み育てることができ
る社会の構築」を目指している

（by民主党）





http://allabout.co.jp/contents/life_closeup_c/ikujimoney/CU20060501A/index/0
00.jpg



・ ・ ・ムリ？？

統計元：国税庁 平成20年 民間給与実態統計調査結果

http://nensyu-labo.com/heikin_nenrei.htm�
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ベネッセ 教育ニュース2009,10,08



ーまとめー

• 世帯収入によって教育格差が生まれていること
は、政府調査によっても明らかである

• 「子ども手当て」によって昨今の教育問題に取り
組んだことは大いに評価できる

• 「教育を受ける権利、教育を受けさせる義務」が
記されているように、教育の格差は本来生まれ
てはならないもの

• より平等な教育が期待できる



子ども手当て
賛成派



• 高齢者向け福祉対策にばかりお金をかけて
いるが、子どもへの投資への転換が必要。

• 日本人は生まれた時から借金を背負ってい
る。

→個人に課せられた借金を帳消しにしていく
意味でも子ども手当ては必要。



• 富の偏在を調節する役割となりうる。

（子供自身に富か否かは関係がないと考える）

• 単純に家族で使うことが大切！

今より充実した生活を！

例）食事を豊かにする

遊びに出かける
子どもに不景気、借
金という負担を背負
わせない！！



まとめ

子どものない人も、日本が少子高齢化になれ
ば困るはず

↓
• 次世代を残さない人々には、相応の経済負
担を負うべきではないのか？

• 将来の担い手である子どもを育てるにはすべ
ての人の投資が必要なのだ！！



不景気に、新たな対策をしないと日本は変わら
ない！

行動をまず起こすこと！

それが子どもの為なら、有りではないか？

実行してみる価値は？



子ども手当て

反対 against



反対意見

定額給付金と同様のばらまき
ではないか

使い道が個人に委ねられてし
まう現金支給では効果がみら
れないのではないか



提案

義務教育の無償化（私立の子
どもには補助）

保育園・ベビーシッターの充実

学用品のリサイクルシステム

 （幼稚園、保育園などの就学
前学習の補助）



財源

子ども手当ての支給分を義
務教育の学費に当てる

出産後の職場復帰支援の
制度を充実させることによ
り、国内総生産があがり、
税収もあがる・・・かも。



救児の人々～医療にどこまで求めますか（熊田梨恵）
http://lohasmedical.jp/books/pdf/lm-kyuji.pdf

http://lohasmedical.jp/books/pdf/lm-kyuji.pdf�
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６月１６日のテーマ

子ども手当を考えてみて


	聖心No1
	臨床心理学特講　８ �「眠りを疎かにしている日本社会」
	Pros/Cons
	スライド番号 3

	臨床心理学特講8No2
	子ども手当て　の必要性
	ー子ども手当ての狙いー
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	ーまとめー

	子ども手当てNo3
	�子ども手当て�賛成派
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	まとめ
	スライド番号 5

	No4
	子ども手当て
	反対意見
	提案
	財源

	2010聖心５No5
	スライド番号 1
	臨床心理学特講　８ �「眠りを疎かにしている日本社会」
	��６月１６日のテーマ


